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中
根
　
正
人
　
提
出
　
学
位
申
請
論
文
（
論
文
博
士
）

　
　
『
常
陸
大
掾
氏
と
中
世
後
期
の
東
国
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

　
本
論
文
は
、
南
北
朝
～
戦
国
・
織
豊
期
に
お
け
る
東
国
、
特
に
常
陸
国
の
政
治
情
勢
に
つ

い
て
、
中
世
を
通
じ
て
常
陸
国
に
て
活
動
し
た
常
陸
大
掾
氏
、
お
よ
び
そ
の
周
辺
勢
力
を
題

材
に
検
討
し
、
当
該
期
東
国
の
政
治
情
勢
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
大
き
く
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
部
「
十
四
～
十
五
世
紀
の
常
陸
大
掾
氏
」
は
、四
つ
の
章
と
一
つ
の
補
論
か
ら
な
る
。

第
一
章
「
中
世
前
期
常
陸
大
掾
氏
の
代
替
わ
り
と
系
図
」
で
は
、
鎌
倉
～
南
北
朝
期
の
大
掾

氏
に
つ
い
て
、「
大
掾
経
幹
申
状
案
」
を
軸
に
据
え
て
そ
の
系
譜
関
係
の
復
元
を
行
う
と
共

に
、
近
世
成
立
の
系
譜
に
み
え
る
直
系
の
継
承
の
記
述
と
は
異
な
り
、
鎌
倉
後
期
に
経
幹
と

時
幹
の
間
で
家
督
を
巡
る
争
い
が
あ
っ
た
こ
と
、
時
幹
の
生
年
の
推
定
か
ら
、
孫
と
さ
れ
る
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浄
永
が
実
際
に
は
親
子
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
第
二
章
「
大
掾
浄
永
発
給
文
書
に
関
す
る
一
考
察
―
観
応
の
擾
乱
期
の
常
陸
―
」
で
は
、

青
柳
庄
で
の
合
戦
に
関
す
る
大
掾
浄
永
の
発
給
文
書
に
関
す
る
年
次
比
定
を
見
直
し
、
こ
れ

ま
で
南
朝
方
の
大
掾
氏
と
北
朝
方
の
佐
竹
氏
と
い
う
構
図
で
語
ら
れ
て
き
た
同
合
戦
が
、
実

際
に
は
大
掾
氏
一
族
石
川
氏
の
内
紛
に
北
朝
方
の
大
掾
・
佐
竹
両
氏
が
関
わ
っ
た
こ
と
、
観

応
の
擾
乱
の
余
波
を
受
け
、
大
掾
氏
の
そ
の
後
の
活
動
に
影
響
が
あ
っ
た
と
す
る
。

　
第
三
章
「
南
北
朝
～
室
町
前
期
の
常
陸
大
掾
氏
」
で
は
、
周
囲
の
状
況
か
ら
動
向
の
理
由

付
け
を
す
る
こ
と
で
史
料
の
少
な
さ
を
補
い
、
こ
れ
ま
で
南
北
朝
末
期
（
十
四
世
紀
末
）
か

ら
徐
々
に
影
響
力
を
失
っ
て
衰
退
し
、
満
幹
死
後
の
永
享
年
間
（
一
四
二
九
～
一
四
四
一
）

に
は
完
全
に
没
落
し
た
と
簡
単
に
ま
と
め
ら
れ
て
き
た
大
掾
氏
の
勢
力
を
再
評
価
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
没
落
の
過
程
は
決
し
て
一
直
線
的
な
も
の
で
は
な
く
、
鎌
倉
府
の
方
針
転
換
や

社
会
情
勢
の
変
化
と
い
っ
た
外
的
要
因
、
大
掾
氏
当
主
の
相
次
ぐ
死
去
と
幼
少
の
跡
継
ぎ
な

ど
の
内
的
要
因
が
あ
り
、
歴
代
当
主
も
そ
れ
ら
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
、
影
響
力
の
保
持

と
拡
大
を
図
っ
て
い
た
と
し
た
。
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第
四
章「
室
町
中
期
の
常
陸
大
掾
氏
」で
は
、従
来
ほ
ぼ
言
及
の
な
い
享
徳
の
乱（
一
四
五
五

～
一
四
八
三
）
前
後
の
大
掾
氏
に
つ
い
て
、
そ
の
前
史
に
あ
た
る
十
五
世
紀
前
半
の
動
き
を

踏
ま
え
つ
つ
検
討
し
た
。
永
享
元
年
（
一
四
二
九
）
に
大
掾
氏
当
主
満
幹
と
子
の
慶
松
が
鎌

倉
で
足
利
持
氏
に
殺
害
さ
れ
た
後
の
大
掾
氏
の
家
督
に
つ
い
て
は
、
系
図
上
の
混
乱
が
大
き

い
た
め
、
自
ら
こ
れ
を
整
理
し
て
独
自
の
見
解
に
基
づ
く
系
図
を
作
成
し
て
い
る
。
ま
た
、

永
享
～
嘉
吉
年
間
の
大
掾
氏
は
、
佐
竹
氏
か
ら
憲
国
が
養
子
と
し
て
入
嗣
し
た
た
め
佐
竹
氏

の
影
響
下
に
お
か
れ
て
そ
の
存
在
は
埋
没
し
た
が
、
永
享
の
乱
と
結
城
合
戦
と
い
う
戦
乱
の

中
、
頼
幹
が
家
督
を
獲
得
す
る
こ
と
で
、
再
び
歴
史
の
表
舞
台
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
鎌

倉
公
方
方
と
室
町
幕
府
・
関
東
管
領
上
杉
方
の
係
争
地
域
と
な
っ
た
常
陸
国
で
は
、
佐
竹
氏

や
真
壁
氏
な
ど
の
家
中
で
内
紛
が
勃
発
し
、
大
掾
氏
は
幕
府
・
上
杉
方
と
し
て
活
動
し
た
形

跡
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
享
徳
の
乱
を
通
じ
て
公
方
方
と
幕
府
・
上
杉
方
と
い
う
対
立
が

両
者
の
和
睦
に
よ
り
終
結
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
二
派
の
争
い
に
包
摂
さ
れ
て
い
た
諸
家
間
の

抗
争
が
表
面
化
・
本
格
化
し
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
そ
の
後
戦
国
期
ま
で
続
き
、
大
掾
氏
は

小
田
・
江
戸
氏
ら
と
対
立
・
融
和
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
自
領
の
安
定
と
勢
力
拡
大
を
図
る
こ
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と
に
な
っ
て
い
く
と
述
べ
た
。

　
補
論
一
「『
平
憲
国
』
再
考
」
で
は
、
前
章
で
佐
竹
義
憲
の
子
憲
国
が
家
督
を
継
ぎ
、「
羽

生
大
禰
宜
家
文
書
」
に
残
る
「
平
憲
国
」
書
状
を
彼
の
発
給
文
書
と
し
た
検
討
を
再
考
す
る
。

問
題
点
は
、
佐
竹
義
憲
子
息
の
年
齢
と
、
書
札
礼
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
す
る
と
、
当
該
文

書
は
大
掾
氏
当
主
の
発
給
で
は
な
い
可
能
性
が
高
く
、
人
物
比
定
・
年
次
比
定
と
も
に
見
直

し
が
必
要
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
結
論
と
し
て
、
当
該
文
書
の
年
次
は
概
ね
応
永
十
～
二
十

年
代
と
み
ら
れ
、
発
給
者
の
憲
国
は
満
幹
が
当
主
で
あ
っ
た
時
代
の
大
掾
氏
の
重
臣
的
存
在

で
あ
っ
た
と
す
る
。

　
第
二
部
「
十
六
世
紀
の
常
陸
大
掾
氏
と
そ
の
周
辺
」
は
、
四
つ
の
章
と
二
つ
の
補
論
か
ら

な
る
。
第
一
章
「
戦
国
初
期
の
常
陸
南
部
―
小
田
氏
の
動
向
を
中
心
と
し
て
―
」
で
は
、
当

主
政
治
の
時
代
を
中
心
に
、
大
掾
氏
ら
と
の
関
わ
り
が
深
か
っ
た
小
田
氏
の
動
向
を
確
認
す

る
。
当
該
期
の
小
田
氏
は
、
古
河
公
方
家
の
内
紛
に
際
し
て
、
古
河
公
方
足
利
政
氏
、
そ
の

子
高
基
か
ら
小
弓
公
方
足
利
義
明
方
と
各
勢
力
を
渡
り
歩
き
、
常
陸
国
で
の
小
田
・
大
掾
・

江
戸
氏
三
つ
巴
の
状
態
を
生
き
抜
こ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
三
つ
巴
の
状
態
に
変
化
が
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訪
れ
る
の
は
、
家
中
の
内
紛
を
克
服
し
た
佐
竹
氏
が
介
入
し
て
く
る
弘
治
末
年
か
ら
永
禄
年

間
の
こ
と
と
す
る
。

　
補
論
二
「
戦
国
初
期
の
大
掾
氏
―
大
掾
忠
幹
の
発
給
文
書
か
ら
―
」
で
は
、
二
通
の
大
掾

忠
幹
発
給
文
書
の
年
次
比
定
か
ら
、
当
該
期
の
大
掾
・
小
田
・
江
戸
氏
の
関
係
を
検
討
す
る
。

当
該
文
書
の
年
次
比
定
に
は
、①
永
正
十
四
年（
一
五
一
七
）頃
、②
天
文
十
六
年（
一
五
四
七
）

頃
の
二
説
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
周
囲
の
動
向
か
ら
の
年
次
比
定
で
あ
っ
て
文
書
の
中
身
に

焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
な
い
と
批
判
し
、
検
証
の
結
果
、
二
通
の
年
次
を
享
禄
元
年

（
一
五
二
八
）
と
し
た
。
そ
し
て
、
大
永
後
半
か
ら
享
禄
・
天
文
期
の
常
陸
で
は
、
そ
れ
ま

で
古
河
公
方
家
の
対
立
に
包
摂
さ
れ
て
い
た
近
隣
諸
氏
間
の
対
立
が
表
面
化
し
、
大
掾
・
小

田
・
江
戸
氏
は
対
立
と
融
和
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
自
ら
の
勢
力
拡
大
を
図
っ
た
と
述
べ
た
。

　
第
二
章
「
戦
国
期
常
陸
大
掾
氏
の
位
置
づ
け
」
で
は
、
従
来
佐
竹
氏
に
従
属
し
て
い
た
と

さ
れ
る
当
該
期
の
大
掾
氏
の
立
場
や
、
常
陸
・
関
東
状
勢
を
再
確
認
し
た
。
そ
の
際
、
従
来

の
諸
説
が
佐
竹
氏
に
視
点
を
置
い
て
き
た
の
に
対
し
て
、
大
掾
氏
側
の
視
点
か
ら
初
め
て
検

討
を
お
こ
な
っ
た
点
に
独
自
性
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
大
掾
氏
は
佐
竹
氏
に
従
属
し
て
お
ら
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ず
、
実
際
に
は
対
等
の
立
場
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
、
等
輩
と
い
え
る
書
札
礼
も
実
態
と
か

け
離
れ
て
い
た
と
は
言
い
が
た
い
、
と
結
論
す
る
。

　
第
三
章
「
大
掾
清
幹
発
給
文
書
の
検
討
―
花
押
形
の
変
遷
を
中
心
に
―
」
で
は
、
最
後
の

当
主
清
幹
の
発
給
文
書
の
年
次
比
定
か
ら
、
戦
国
期
の
大
掾
氏
や
東
国
の
政
治
状
況
を
探

る
。
清
幹
の
活
動
期
間
は
十
年
に
満
た
な
い
が
、
一
～
二
年
ご
と
に
五
種
類
ほ
ど
の
花
押
に

改
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
年
次
比
定
に
益
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
清
幹
期
の
大
掾
氏
の
影

響
範
囲
の
広
さ
、
特
に
行
方
郡
と
の
関
係
の
深
さ
を
指
摘
し
た
。

　
第
四
章
「『
南
方
三
十
三
館
』
謀
殺
事
件
考
」
で
は
、佐
竹
義
重
・
義
宣
父
子
に
よ
る
鹿
島
・

行
方
郡
の
領
主
た
ち
の
謀
殺
事
件
を
取
り
上
げ
、「
南
方
三
十
三
館
」
各
氏
の
人
物
比
定
を

通
じ
、
天
正
末
年
の
常
陸
の
状
況
を
探
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
佐
竹
氏
は
常
陸
の
大
半
を
自
ら

の
所
領
と
し
、
本
拠
地
を
太
田
か
ら
水
戸
へ
移
す
と
同
時
に
、
そ
れ
ま
で
の
宗
家
を
中
心
に

佐
竹
三
家
（
北
・
東
・
南
）
を
両
翼
と
す
る
権
力
体
制
か
ら
、
宗
家
と
譜
代
・
直
臣
層
を
中

心
と
す
る
権
力
体
制
へ
と
移
行
し
た
。
一
方
、「
南
方
三
十
三
館
」
諸
氏
の
多
く
の
血
筋
も

鹿
島
・
行
方
郡
内
に
生
き
残
り
、
佐
竹
氏
以
降
、
徳
川
幕
府
水
戸
藩
の
治
世
下
に
至
っ
て
も
、
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旧
主
の
伝
承
を
継
承
し
た
と
い
う
。

　
補
論
三
「
嶋
清
興
書
状
に
み
る
天
正
十
八
年
の
大
掾
氏
と
豊
臣
政
権
」
で
は
、
新
出
の
二

通
の
嶋
清
興
書
状
の
内
容
か
ら
、
当
該
期
の
常
陸
地
域
と
清
興
の
関
係
を
考
察
す
る
。
清
興

の
主
人
は
石
田
三
成
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
以
上
に
大
掾
氏
と
豊
臣
政
権
が

関
わ
り
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
第
三
部
「
中
世
後
期
の
常
陸
の
諸
勢
力
」
は
、
三
つ
の
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
「
室
町
期

の
常
陸
小
栗
氏
」
で
は
、
小
栗
御
厨
を
拠
点
と
し
た
常
陸
平
氏
一
族
の
小
栗
氏
い
の
動
向
を

検
討
し
、
当
該
期
常
陸
の
実
態
解
明
の
端
緒
と
す
る
。
は
じ
め
に
小
栗
氏
の
系
譜
関
係
を
確

認
し
、
つ
い
で
「
京
都
扶
持
衆
」
小
栗
満
重
と
「
小
栗
の
乱
」
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。

小
栗
氏
は
幕
府
と
鎌
倉
府
の
潜
在
的
な
対
立
の
中
で
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
る
地
理
的
条

件
に
あ
り
、
そ
の
抗
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
当
初
、
小
栗
氏
は
自
領
を
守
る
た
め
幕
府
と
結

ん
で
鎌
倉
府
と
戦
っ
た
が
、
水
陸
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
小
栗
の
地
を
め
ぐ
っ
て
は
永
享
の

乱
、
結
城
合
戦
、
享
徳
の
乱
と
い
っ
た
大
き
な
戦
い
が
続
き
、
そ
の
都
度
立
場
を
変
え
て
臨

ん
だ
が
没
落
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
す
る
。
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第
二
章
「
古
河
公
方
御
連
枝
足
利
基
頼
の
動
向
」
で
は
、
戦
国
初
期
に
お
け
る
足
利
基
頼

の
動
向
を
検
討
し
、
当
該
期
の
常
陸
南
部
の
状
勢
を
考
察
す
る
。
基
頼
の
具
体
的
な
動
向
や

立
場
、
特
に
古
河
公
方
方
（
高
基
方
）
か
ら
小
弓
公
方
方
（
義
明
方
）
に
転
じ
た
時
期
な
ど

に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
そ
の
要
因
と
し
て
関
係
史
料
の
年
次
比
定
が
不
十
分
な
点
を
指

摘
す
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
基
頼
の
出
自
、
発
給
（
九
点
）・
受
給
（
一
点
）
文
書
の
年

次
比
定
、
花
押
形
等
の
検
討
か
ら
、
特
に
寺
﨑
理
香
氏
の
先
行
研
究
を
批
判
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
基
頼
は
公
方
御
連
枝
の
中
に
お
い
て
「
公
方
の
子
」「
公
方
の
兄
弟
」
以
外
の
肩
書

き
を
一
切
使
わ
ず
に
活
動
し
た
異
質
な
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
自
ら
の
勢
力
を
拡
大
す
る

基
盤
を
持
ち
合
わ
せ
ず
、
結
果
的
に
小
弓
公
方
方
に
転
じ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

　
第
三
章
「
十
六
世
紀
前
半
の
常
陸
真
壁
氏
」
で
は
、
概
ね
明
応
年
間
（
一
四
九
二
～

一
五
〇
一
）
か
ら
弘
治
年
間
（
一
五
五
五
～
一
五
五
八
）
頃
ま
で
の
真
壁
氏
の
活
動
に
つ
い

て
、
史
料
の
年
次
比
定
を
中
心
に
検
討
し
た
。
当
該
期
の
関
東
は
古
河
公
方
家
の
内
紛
、
後

北
条
氏
の
進
出
と
山
内
・
扇
谷
上
杉
氏
と
の
対
峙
、
大
掾
・
小
田
・
江
戸
氏
の
三
つ
巴
の
状

勢
な
ど
、
戦
乱
が
激
し
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
真
壁
氏
は
当
主
治
幹
・
家
幹
父
子
が
所
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領
の
安
定
と
近
隣
の
平
和
を
求
め
て
、
積
極
的
な
動
き
を
み
せ
て
い
た
と
す
る
。

　
終
章
「
中
世
後
期
の
常
陸
大
掾
氏
と
常
陸
国
」
で
は
、
課
程
博
士
学
位
申
請
論
文
の
概
要

と
大
掾
氏
の
動
向
、
常
陸
地
域
の
政
治
的
位
置
に
つ
い
て
改
め
て
ま
と
め
て
い
る
。

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　
本
論
文
は
、
南
北
朝
～
戦
国
・
織
豊
期
に
お
け
る
東
国
、
特
に
常
陸
国
に
お
け
る
政
治
情

勢
に
つ
い
て
、
中
世
を
通
じ
て
常
陸
に
お
い
て
活
動
し
て
い
た
常
陸
大
掾
氏
お
よ
び
そ
の
周

辺
の
勢
力
を
題
材
と
し
て
検
討
し
、
当
該
期
の
実
態
解
明
を
図
っ
た
論
文
で
あ
る
。

　
従
来
、
当
該
期
の
常
陸
地
域
の
研
究
は
、
特
に
戦
国
期
の
佐
竹
氏
に
関
し
て
の
研
究
が
主

軸
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
一
方
で
、
そ
れ
以
外
の
諸
氏
に
関
す
る
研
究
は
全
体
的
に
低

調
な
状
況
に
あ
り
、
佐
竹
氏
と
諸
氏
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て
も
、
諸
説
入
り
乱
れ
る
状
況
に

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
諸
氏
の
側
か
ら
の
視
点
に
立
っ
て
検
討
を
進

め
た
の
が
本
論
文
で
あ
り
、
常
陸
大
掾
氏
を
始
め
と
す
る
常
陸
平
氏
を
中
心
に
、
佐
竹
氏
以
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外
の
常
陸
の
武
家
に
関
す
る
史
料
の
収
集
と
分
析
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
進
展
す
る
佐
竹
氏

研
究
や
東
国
史
研
究
と
切
り
結
ぶ
こ
と
で
、
当
該
期
の
実
態
を
よ
り
詳
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
当
該
期
の
常
陸
国
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　
個
別
の
点
で
は
、
戦
国
期
の
佐
竹
氏
と
大
掾
氏
ら
の
関
係
に
つ
い
て
、
従
属
す
る
存
在
と

さ
れ
て
き
た
従
来
の
考
え
方
を
見
直
し
、
合
戦
の
場
で
の
上
下
関
係
は
あ
る
も
の
の
、
通
常

の
場
に
お
い
て
は
対
等
な
関
係
で
あ
る
「
味
方
中
」
で
あ
る
と
し
た
点
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

ま
た
、
小
田
氏
や
真
壁
氏
、「
南
方
三
十
三
館
」
な
ど
常
陸
南
部
・
東
部
の
諸
氏
や
、
常
陸

で
活
動
し
た
古
河
公
方
御
連
枝
足
利
基
頼
に
つ
い
て
、
関
連
史
料
の
整
理
や
分
析
を
通
じ
、

当
該
期
の
常
陸
の
み
な
ら
ず
東
国
の
動
静
に
つ
い
て
新
た
な
知
見
を
提
示
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
中
根
氏
の
研
究
手
法
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
従
来
の
考
察
の
基
盤
と
な
っ
て
い

た
細
か
な
事
実
に
つ
い
て
、
丁
寧
な
史
料
操
作
・
実
証
作
業
に
基
づ
き
、
再
検
討
を
加
え
て

い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、第
一
部
第
一
章
「
中
世
前
期
常
陸
大
掾
氏
の
代
替
わ
り
と
系
図
」

で
は
、現
在
確
認
で
き
る
大
掾
氏
系
図
の
多
く
に
共
通
す
る
「
時
幹
―
盛
幹
―
浄
永
―
詮
国
」

と
い
う
親
子
の
代
々
に
つ
い
て
、「
祖
父
」
時
幹
と
「
孫
」
浄
永
の
年
齢
差
か
ら
、
祖
父
と
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孫
で
は
な
く
親
子
で
あ
っ
た
と
の
見
解
を
示
し
た
。
な
お
推
測
に
基
づ
く
部
分
も
多
い
と
は

い
え
、
本
書
の
議
論
の
前
提
と
し
て
「
鎌
倉
～
南
北
朝
初
期
常
陸
大
掾
氏
系
図
」
を
作
成
し

た
こ
と
は
重
要
な
成
果
と
い
え
よ
う
。

　
続
く
第
二
章
「
大
掾
浄
永
発
給
文
書
に
関
す
る
一
考
察
―
観
応
の
擾
乱
期
の
常
陸
―
」
で

は
、
第
一
章
に
お
い
て
な
さ
れ
た
、
祖
父
時
幹
―
孫
浄
永
か
ら
父
時
幹
―
子
浄
永
と
い
う
両

者
の
関
係
性
の
見
直
し
を
前
提
に
、
浄
永
の
無
年
号
発
給
文
書
の
年
次
比
定
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
通
じ
て
観
応
の
擾
乱
期
に
お
け
る
大
掾
氏
の
活
動
を
見
直
し
た
結
果
、
従
来
北

朝
方
と
南
朝
方
の
争
い
と
さ
れ
て
き
た
青
柳
庄
に
お
け
る
佐
竹
氏
と
大
掾
氏
の
合
戦
は
、
石

川
氏
一
族
内
の
後
継
者
争
い
に
、
共
に
北
朝
方
と
し
て
両
勢
力
が
介
入
し
た
と
い
う
性
格
で

あ
っ
た
と
の
新
見
解
を
示
し
た
。

　
こ
う
し
た
諸
点
を
含
め
、
本
論
文
で
は
中
世
の
東
国
に
広
く
目
を
配
り
つ
つ
、
特
に
常
陸

大
掾
氏
を
対
象
と
し
て
、
十
三
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
末
に
至
る
長
期
的
な
視
野
か
ら
検
討
を

行
っ
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
常
陸
大
掾
氏
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
先
行
研
究
が
な
い
状

況
の
中
で
、
丁
寧
に
史
料
を
博
捜
し
、
そ
の
分
析
を
通
じ
た
検
討
を
行
い
、
中
世
東
国
史
に
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新
た
な
指
摘
や
論
点
を
提
示
し
た
こ
と
は
高
く
評
価
で
き
る
。

　
し
か
し
、
以
下
の
よ
う
に
若
干
疑
問
が
残
る
点
も
存
在
す
る
。
ま
ず
、
常
陸
大
掾
氏
の
検

討
を
行
う
上
で
、
以
下
の
二
点
の
視
点
が
十
分
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
常
陸

国
の
地
理
的
な
位
置
づ
け
、
第
二
に
、
中
世
前
期
、
特
に
初
期
に
お
け
る
常
陸
大
掾
氏
へ
の

目
配
り
で
あ
る
。

　
第
一
の
点
に
関
し
て
は
、
大
掾
氏
を
検
討
し
て
い
く
前
提
と
し
て
、
東
国
全
体
の
中
で
常

陸
国
が
ど
の
よ
う
な
地
域
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
点
に
関
す
る
論
及
が
乏
し
い
。
ま
た
、
第
二
の
点
に
関
し
て
は
、
お
そ
ら
く
大

掾
氏
の
最
盛
期
は
中
世
初
期
で
あ
り
、
常
陸
内
部
に
多
く
の
一
族
を
分
出
し
て
影
響
力
を
行

使
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
段
階
か
ら

中
世
前
期
・
中
期
、
そ
し
て
後
期
に
至
る
推
移
を
大
き
く
捉
え
る
視
点
が
あ
れ
ば
、
本
論
文

の
主
た
る
検
討
対
象
で
あ
る
中
世
後
期
に
つ
い
て
も
、
よ
り
効
果
的
な
考
察
が
可
能
だ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
、戦
国
期
の
常
陸
大
掾
氏
に
関
す
る
検
討
結
果
へ
の
疑
問
で
あ
る
。
第
二
部
第
二
章
、
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同
第
三
章
で
繰
り
返
し
検
討
を
行
う
天
正
十
八
年
卯
月
十
九
日
付
大
掾
清
幹
書
状
写
に
つ
い

て
、
清
幹
が
「
外
交
権
を
佐
竹
義
宣
に
譲
渡
す
る
」
と
解
釈
す
る
が
、「
譲
渡
」
と
捉
え
る

の
で
あ
れ
ば
、
権
力
が
持
つ
自
立
性
を
放
棄
し
た
こ
と
と
敷
衍
し
て
解
釈
が
可
能
と
な
り
、

中
根
氏
が
一
貫
し
て
述
べ
る
自
説
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、「
一
時
的
な
委

任
」
も
し
く
は
「
委
任
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
語
句
の
使
用
に
つ
い
て
、
誤
解
を
招
か
な
い

よ
う
な
文
章
表
現
力
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
大
掾
氏
と
周
辺
勢
力
と
の
関
係
を
固
定
的
に
捉
え
過
ぎ
る
傾
向
も
指
摘
で
き
る
。

例
え
ば
、
第
二
部
第
二
章
で
、
第
二
次
府
中
合
戦
の
勝
利
を
佐
竹
氏
が
重
要
視
し
て
い
た
こ

と
を
指
摘
す
る
が
、
そ
れ
を
受
け
て
大
掾
氏
と
佐
竹
氏
の
関
係
は
変
化
し
た
と
捉
え
る
こ
と

も
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
の
部
分
の
直
後
に
お
い
て
「
味
方
中
」
と
し
て
の

大
掾
氏
の
自
立
性
を
主
張
す
る
な
ど
、
考
察
に
や
や
違
和
感
を
感
じ
る
。

　
な
お
、
第
二
部
補
論
に
お
い
て
嶋
清
興
書
状
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
が
、
大
掾

氏
の
主
張
し
た
人
質
の
扱
い
に
関
し
て
、
豊
臣
政
権
の
奥
羽
仕
置
に
お
け
る
他
氏
に
対
す
る

処
置
、
例
え
ば
「
山
形
出
羽
守
、
幷
伊
達
妻
子
早
京
都
へ
差
上
候
、
右
両
人
之
外
、
国
人
妻
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子
事
、
何
も
京
都
へ
進
上
申
族
者
、
一
廉
尤
可
被
思
召
候
、
無
左
も
の
ハ
会
津
へ
可
差
越
由
、

可
申
付
事
、」（「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」『
浅
野
家
文
書
』、『
豊
臣
秀
吉
文
書
集
』
四
、

三
三
八
三
号
）
と
い
う
史
料
を
踏
ま
え
て
検
討
・
考
察
す
る
こ
と
で
、
補
論
の
見
解
を
よ
り

広
い
視
野
か
ら
の
指
摘
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
、
残
念
で
あ
る
。
豊
臣
政
権
と

大
掾
氏
ら
常
陸
の
武
家
領
主
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
研
究
成
果
の
提
出
を
望

み
た
い
。

　
加
え
て
、
著
者
自
身
も
自
覚
す
る
よ
う
に
、
本
論
文
で
は
城
郭
や
遺
跡
の
発
掘
調
査
、
そ

れ
ら
を
踏
ま
え
た
都
市
論
の
視
点
か
ら
の
先
行
研
究
の
成
果
と
の
接
続
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
常
陸
総
社
宮
や
鹿
島
社
を
は
じ
め
と
す
る
寺
社
勢
力
と
の

関
係
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
中
世
後
期
の
東
国
、
常
陸
国
の
情
勢
を
把

握
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
中
根
氏
は
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
を
修
了
後
、
時
を
置
か
ず
し
て
国
立
大
学
法
人
筑

波
技
術
大
学
の
職
員
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、博
士
後
期
課
程
に
在
籍
し
た
こ
と
は
な
い
が
、

主
と
し
て
障
害
を
持
つ
学
生
の
た
め
の
職
務
に
邁
進
し
つ
つ
、
定
期
的
に
学
術
論
文
を
発
表
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し
続
け
て
き
た
。
本
論
文
『
常
陸
大
掾
氏
と
中
世
後
期
の
東
国
』
は
、
二
〇
一
九
年
八
月
に

岩
田
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
論
文
集
で
あ
り
、
刊
行
後
、
可
及
的
速
や
か
に
論
文
博
士
の
学

位
申
請
書
類
を
作
成
す
る
意
志
を
持
っ
て
は
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
翌
春
以

来
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
本
務
も
多
忙
を
極
め
た
の
で
あ
り
、
学
位
申
請
ま
で
に
多
少
の
時

間
が
か
か
っ
た
の
は
や
む
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
口
頭
試
問
の
際
に
も

質
問
が
出
た
が
、
本
論
文
の
刊
行
以
降
も
随
時
学
術
論
文
や
関
係
書
籍
の
刊
行
を
継
続
的
に

行
っ
て
お
り
、
研
究
は
さ
ら
に
広
範
化
し
、
か
つ
深
化
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
疑
問
が
残
る
点
や
改
善
す
べ
き
部
分
も
み
ら
れ
る
も
の
の
、
本
論
文
は
、

先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
従
来
の
研
究
と
は
異
な
る
視
点
に
立
っ
て
の
研
究
成
果
を
多
分
に
含

ん
で
お
り
、
研
究
の
進
展
に
十
分
寄
与
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
博
士
後
期
課
程
に
進

学
し
て
課
程
博
士
を
取
得
す
る
、
と
い
う
近
年
の
デ
フ
ォ
ル
ト
的
な
あ
り
方
と
は
異
な
る
学

位
取
得
の
道
を
改
め
て
示
し
た
こ
と
は
、
後
学
の
院
生
諸
君
に
も
好
影
響
を
与
え
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
論
文
の
執
筆
者
中
根
正
人
は
、
博
士
（
歴
史
学
）
の
学
位
を
授
与

さ
れ
る
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
。
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